
　

式
で
は
、
町
長
や
来
賓
が
長
寿
を

祝
う
言
葉
を
述
べ
た
ほ
か
、
88
歳
長

寿
者
・
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の

顕
彰
も
行
わ
れ
、
敬
老
ム
ー
ド
一
色

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
お
待
ち
か
ね
の

芸
能
発
表
会
が
催
さ
れ
、
１
日
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

顕
彰
を
受
け
た
人
た
ち
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
88
歳
長
寿
者

　

松
坂
ク
ニ（
派
立
上
）／
鈴
木
市
五

郎（
派
立
上
）／
加
藤
サ
ダ（
向
町
上
）

／
田
村
清
之
丞（
向
町
上
）／
福
士
イ

ワ
コ（
向
町
上
）／
猪
股
ナ
リ（
向
町

上
）／
亀
田
チ
サ（
向
町
上
）／
岩
田

喜
三（
向
町
上
）／
野
上
キ
ヨ
エ（
向

町
上
）／
佐
野
ヒ
サ（
向
町
上
）／
今

サ
ク
ラ（
五
林
）／
伊
東
ヨ
ネ（
五
林
）

／
川
村
フ
サ
ミ（
宮
川
）／
宮
本
キ
ヨ

ヱ（
深
郷
田
上
）／
斉
藤
秀
雄（
八
幡
）

／
野
村
隆
司（
富
野
）／
松
野
保
子

（
富
野
）／
三
上
文
雄（
芦
野
）／
鈴
木

ト
ニ（
芦
野
）／
佐
藤
弥
作（
芦
野
）／

藤
本
あ
ね（
田
茂
木
）／
古
川
豊
五
郎

（
若
宮
）／
長
利
ヒ
サ
シ（
上
豊
岡
）／

塚
本
ミ
ヱ（
下
豊
岡
）／
外
崎
ト
シ

（
福
浦
）／
葛
西
マ
ツ
ヱ（
尾
別
）／
三

上
サ
キ（
尾
別
）／
古
川
傳
一
郎（
上

高
根
）／
木
村
豊
藏（
上
高
根
）／
野

上
サ
ワ（
下
高
根
）／
小
野
秋
江（
下

高
根
）／
野
上
登（
下
高
根
）／
佐
々

木
ヤ
シ（
下
高
根
）／
福
士
ミ
サ
オ

（
薄
市
上
）／
小
寺
つ
ぐ（
薄
市
上
）／

佐
々
木
ツ
ヨ
ヱ（
薄
市
上
）／
小
寺
梅

松（
薄
市
下
）／
青
山
邦
道（
今
泉
上
）

／
神
は
こ（
今
泉
上
）／
山
田
ミ
ネ

（
今
泉
上
）／
木
村
嘉
一
郎（
今
泉
下
）

／
高
山
き
ぬ（
若
葉
町
）／
升
田
福
藏

（
若
葉
町
）／
葛
西
キ
リ（
新
町
1
）／

佐
藤
ハ
ル（
新
町
1
）／
佐
藤
き
よ
み

（
新
町
1
）／
須
々
田
誠
政（
新
町
2
）

／
古
川
き
や（
新
町
2
）／
加
藤
は
な

（
小
泊
派
立
）／
柏
崎
み
よ（
小
泊
派

立
）／
吉
田
ヱ
チ（
上
町
）／
磯
野
留

好（
下
前
上
）／
山
田
ミ
ヨ（
下
前
上
）

／
成
田
マ
ツ
エ（
下
前
上
）／
成
田
福

好（
下
前
中
）／
柏
崎
勝
己（
下
前
浜
）

◆
金
婚（
50
年
夫
婦
）

　

葛
西
俊
三
・
智
佐
子（
派
立
上
）／

中
村
盛
江
・
法
子（
派
立
上
）／
鈴
木

弥
一
郎
・
里
恵（
向
町
上
）／
外
崎
佐

五
右
衛
門
・
テ
ツ（
向
町
下
）／
髙
橋

昭
三
・
マ
チ
コ（
向
町
下
）／
伏
見
石

雄
・
ミ
ヱ（
五
林
）／
伊
藤
吉
巳
・
キ

ヨ
ミ（
深
郷
田
上
）／
松
谷
善
七
・
ツ

ヨ（
深
郷
田
上
）／
福
士
藤
治
・
キ
ヨ

（
田
茂
木
）／
鈴
木
敏
雄
・
ラ
イ
コ（
長

泥
）／
高
松
真
一
・
セ
イ
子（
若
宮
）

／
松
江
政
次
郎
・
フ
コ（
若
宮
）／
長

利
忠
道
・
範
子（
上
豊
岡
）／
菅
原
兼

則
・
愛
子（
上
豊
岡
）／
三
上
光
雄
・

幾
代（
上
豊
岡
）／
工
藤
勇
左
衛
門
・

ト
シ
エ（
下
豊
岡
）／
竹
谷
義
清
・
ユ

リ（
福
浦
）／
宮
越
芳
一
・
ル
ヱ（
尾

別
）／
宮
越
敏
勝
・
ミ
ネ（
尾
別
）／

木
村
忠
四
郎
・
ゆ
い
子（
上
高
根
）／

山
本
重
雄
・
ム
ツ（
上
高
根
）／
三
國

谷
十
三
雄
・
光（
薄
市
上
）／
三
國
谷

利
夫
・
千
枝
子（
薄
市
上
）／
成
田
儀

俊
・
ヨ
シ（
薄
市
上
）／
長
谷
川
正
美
・

ミ
コ（
若
葉
町
）／
秋
元
芳
千
代
・
ト

ミ
ヱ（
浜
町
）／
山
田
昭
榮
・
柳
子（
入

舟
）／
太
田
柾
美
・
キ
サ
子（
下
前
上
）

／
今
野
伊
佐
美
・
つ
る（
温
泉
町
）

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
60
年
夫
婦
）

　

成
田
金
雄
・
静
江（
五
林
）／
外
﨑

利
蔵
・
テ
イ
子（
八
幡
）／
平
山
吉
男
・

セ
ツ（
大
沢
内
）／
加
賀
田
秀
茂
・
ツ

ヱ（
豊
島
）／
髙
松
勝
美
・
テ
ル（
田

茂
木
）／
佐
藤
武
司
・
ミ
エ（
長
泥
）

／
鈴
木
勘
九
郎
・
タ
マ（
長
泥
）／
長

利
勝
義
・
シ
キ
ヱ（
上
豊
岡
）／
鎌
田

平
内
吉
・
郁（
上
高
根
）／
吉
田
與
志

雄
・
マ
ツ
イ（
下
高
根
）／
野
上
登
・
キ

ク
ヨ（
下
高
根
）／
柏
崎
長
一
・
み
よ

（
小
泊
派
立
）／
野
崎
勵
信
・
テ
サ（
下

前
上
）／
成
田
福
好
・
い
く（
下
前
中
）

／
吹
田
仁
三
郎
・
チ
リ
ヱ（
下
前
浜
）

　
9
月
16
日
㈭
に
恒
例
の
敬
老
会
が
行
わ
れ
、
会
場
の
町
体
育
セ
ン

タ
ー
に
は
、
大
勢
の
お
年
寄
り
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

　高齢者の生きがいとボランティアによる社会

参加を促そうと、８月31日㈫に町総合文化セン

ター「パルナス」で講演会が行われました。

　高齢者ボランティア養成講座として町国民健

康保険が行った講演会には、町内のボランティ

ア活動者約260人が参加。金多豆蔵人形一座の

芝居で十分に笑ったあと、「心と体のセルフメ

ンテナンス」と題した講演を聞きました。

　講演とはいっても、手や足を使ったマッサー

ジが主で、講師の水
みずしな

科さん指導のもと、元気に

体を動かしながら講演を聴いていました。
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平
成
22
年
度

敬　
老　
会
�
�
�
�
�
健
康
長
寿
�
祝
�

ボランティアで社会参加

高齢者ボランティア

養 成 講 座



　

初
日
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
十
五
夜

踊
り
な
ど
の
ほ
か
、
恒
例

の
武
田
小
学
校
鼓
笛
隊
の

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
、
時
折
雨

が
降
る
曇
り
空
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
高
学
年

の
華
や
か
な
演
奏
・
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
と
、
低
学

年
に
よ
る
交
通
安
全
の
呼

び
か
け
で
武
田
地
区
を
練

り
歩
き
、
沿
道
の
住
民
た

ち
は
、
か
わ
い
い
行
進
に

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
相
撲
大
会
や
登
山
ば

や
し
の
演
奏
、
よ
さ
こ
い
な
ど
が
行

わ
れ
、
夜
に
は
名
物
で
恒
例
の
満
月

仮
装
盆
踊
り
大
会
を
開
催
。
神
社
境

内
に
は
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま

と
っ
た
踊
り
手
た
ち
が
多
数
集
ま
り
、

円
に
な
っ
て
楽
し
く
踊
り
明
か
し
ま

し
た
。

■
中
泊
町
議
会
議
長
賞

　

三
上　

歩
乃
佳（
小
泊
中
２
年
）

■
中
泊
町
教
育
長
賞

　

三
上　

朝
賀（
中
里
中
１
年
）

■
陸
奥
新
報
社
賞

　

く
ぼ
た　

み
く（
小
泊
小
１
年
）

■
西
北
五
地
区
連
合
会
長
賞

　

笹
山　

実
聖（
五
所
川
原
高
２
年
）

■
西
北
五
地
区
連
合
会
奨
励
賞

　

山
崎　

佳
奈（
小
泊
中
３
年
）

■
特
選

　

長
利　

凌
也（
武
田
小
５
年
）

　

原
田　

千
夏（
武
田
小
６
年
）

　

佐
々
木　

陸（
武
田
小
６
年
）

　

佐
々
木
玲
子（
中
里
中
１
年
）

　

澤
田　

有
紀（
中
里
中
２
年
）

　

宮
下　

佳
奈（
小
泊
中
３
年
）

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
試
す
書
道

展
が
、
日
本
教
育
書
道
会
の
主
催
で

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
町
の
小
・
中
学

生
も
多
数
入
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
㈪
に
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
つ
が
る
柏
で
授
賞
式
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
中
泊
町
長
賞

　

笹
山　

椋
太
郎（
小
泊
中
１
年
）

　東北電力株式会社五所川原営業所が、このほど

町特産物直売所ピュア付近に街路灯２基を寄贈し、

９月21日㈫に町長室で目録が贈呈されました。

　同営業所では、昭和45年から街路灯の寄贈を行

ってきており、防犯・交通安全対策に役立てても

らおうと、管内の２市４町へ寄贈を続けてきまし

た。この活動は、今年でちょうど40年目にあたり、

息の長い活動となっています。

　今回、町に寄贈されたものは、話題のLED電球

が使われている街路灯で、長寿命・低消費電力の

ため、地球に優しいのが特徴です。

　昨年に引き続き寄贈を受けた町長は、「各集落

の要望がある中、東北電力さんのおかげでだんだ

ん設置できている。このように応援していただい

て大変助ります」と、同営業所の貢献活動に感謝

していました。

　昨年、中里地域のごみ収集車が新しくなりまし

たが、今年は小泊地域の収集車を新しくしました。

　「原子燃料サイクル事業推進特別対策事業」の

一環で購入された今回の収集車は、中里地域のも

のと同じく側面に広告スペースを設け、ごみ分別

を呼びかけるなど「もったいない運動」の普及を

も行っています。

　新しい収集車は８月27日㈮に納車され、さっそ

くごみ収集業務に役立っています。

　

五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
、
家
内
安
全
な
ど
を
願
う
富
野
猿
賀

権
現
例
大
祭
が
９
月
21
日
㈫
〜
22
日
㈬
の
２
日
間
行
わ
れ
、
富

野
猿
賀
神
社
境
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
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小泊に新しいゴミ収集車
書
道
展
�
入
賞

街路灯で地域貢献

東北電力㈱が街路灯寄贈

十五夜にさまざまな願いを込めて

富野猿賀神社例大祭



　

農
業
体
験
を
通
し
て
、

会
員
・
参
加
者
の
交
流
を

図
っ
て
い
る
中
泊
町
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
会

「
か
け
は
し
」
が
、
９
月

18
日
㈯
に
今
年
度
５
回
目

の
体
験
学
習
と
閉
校
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
小

泊
の
海
の
幸
を
使
っ
た
料

理
づ
く
り
」。
同
会
初
の

試
み
と
な
る
小
泊
地
域
で

の
体
験
学
習
は
、
す
く
す

多
く
、
小
泊
地
域
の
駒
井
さ
ん
と
藤

田
さ
ん
を
先
生
に
迎
え
て
、
ま
ず
は

イ
カ
の
さ
ば
き
方
か
ら
学
習
。
先
生

が
イ
カ
の
背
を
開
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
さ
ば
い
て
し
ま
う
姿
を
手
本
に
、

自
分
た
ち
も
イ
カ
の
調
理
に
挑
戦
し
、

刺
身
と
ご
ろ
味
噌
煮
を
作
り
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
る
と
、
今
度
は
み
ん
な

で
試
食
。
イ
カ
料
理
の
ほ
か
、
キ
ュ

ウ
リ
の
漬
け
物
や
ト
マ
ト
の
つ
け
あ

わ
せ
な
ど
、
小
泊
の
海
の
味
覚
と
中

里
の
野
菜
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
豪
華
な
料
理
に
、
参
加
者
た
ち
は

一
様
に
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」

と
箸
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

５
回
す
べ
て
に
参
加
し
た
五
所
川

原
市
の
女
性
は
「
自
宅
の
家
庭
菜
園

は
主
人
が
や
っ
て
い
る
。
来
年
は
主

人
も
参
加
さ
せ
た
い
」
と
、
来
年
も

開
か
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

９
月
19
日
㈰
、
竜
泊
ラ

イ
ン
美
し
い
景
色
を
眺
め

な
が
ら
徒
歩
で
山
を
下
る

「
竜
泊
ラ
イ
ン
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
で
、
ス
タ
ー
ト

地
点
の
鳥
ち
ょ
う
か
ん瞰

台
は
霧
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
こ
れ
も
ま
た
い

い
体
験
と
ば
か
り
に
、
ド

ラ
の
合
図
で
ス
タ
ー
ト
。

道
の
駅
こ
ど
ま
り
を
目
指
し
て
、
12

キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

１
時
間
ほ
ど
す
る
と
雨
も
あ
が
り
、

足
取
り
は
軽
快
に
。
残
り
４
キ
ロ
地

点
の
「
七
つ
滝
」
で
は
、
美
し
い
滝

の
容
姿
に
、
一
息
つ
く
参
加
者
も
い

ま
し
た
。

　

五
所
川
原
市
金
木
町
か
ら
参
加
し

た
女
性
は
「
会
に
入
っ
て
何
回
か
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
。
今
日
は
雨

だ
っ
た
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
い
た

の
で
、
け
っ
こ
う
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
き
ま
し
た
」
と
、
雨
の
中
で

も
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

く
し
た
ま
え
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
里
地
域
で
農
業
中
心
に
体
験
学
習

を
行
っ
て
き
た
会
員
た
ち
に
と
っ
て
、

イ
カ
の
調
理
は
な
じ
み
が
な
い
人
も

　９月12日㈰小泊漁港おまつり広場で、こどまり新鮮朝市の夏ま
つりが行われました。
　毎月第３日曜日に行われている朝市ですが、普段の朝市とは違っ
て今回は「夏まつり」と銘打ち、マグロにこだわったイベントを催
していました。
　この日は心配された雨もなく、たくさんの買い物客が詰めかけ、
会場は大盛り上がり。小泊権現漁火会のよさこいを皮切りに、マグ

ロの解体ショーと即売、鎌田幸男フォークコンサート、瓜田益子
歌謡ショーで来場者をもてなしました。
　特に、海峡マグロをフライにしてご飯にのせた「鮪

しび

かつ丼」に
は、販売が始まると列をなして買い求める客が殺到し、人気を博
していました。
　来場者は「小泊では普段マグロをフライにすることはない。不
思議な味だったけどおいしかった」と、珍しい丼に舌鼓を打って
いました。
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竜泊ラインウォーク 畑の学校・食卓の学校閉校

小泊新鮮朝市夏まつり

小

泊

の

魅

力

を

存

分

に


